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干し柿づくり　冬の到来告げる干し柿づくり　冬の到来告げる
　11月から12月にかけて、　11月から12月にかけて、町特産の「妙丹柿」を用いた町特産の「妙丹柿」を用いた
干し柿づくりが盛んに行われました。干し柿づくりが盛んに行われました。
　干し柿は、収穫したカキの皮を剥いて串に刺し、冬の冷　干し柿は、収穫したカキの皮を剥いて串に刺し、冬の冷
たい風に40日ほどさらすことで、渋が抜け甘くしっとりとたい風に40日ほどさらすことで、渋が抜け甘くしっとりと
した食味となります。した食味となります。
　大向光嘉さん（鳥舌内）の作業場では、約20万個の干し　大向光嘉さん（鳥舌内）の作業場では、約20万個の干し
柿が手作業で作られ、1月下旬から町内産直施設や県内スー柿が手作業で作られ、1月下旬から町内産直施設や県内スー
パーなどで販売される予定です。パーなどで販売される予定です。



新年のごあいさつ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
沈
静
化
に
伴
い
、
社

会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
む
一

方
、
新
た
な
問
題
と
し
て
浮
上
し

た
燃
料
費
や
物
価
の
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
、
町
独
自
の
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
１

世
帯
あ
た
り
３
万
円
の
給
付
、
対

象
と
な
ら
な
い
世
帯
に
は
１
人
あ

た
り
５
千
円
分
の
商
品
券
を
交

付
、
さ
ら
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
々
に
５
千
円
分
の
商
品
券
を

交
付
し
た
ほ
か
、
５
割
増
し
の
プ

レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
た
「
特
別
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

商
工
業
や
農
畜
産
業
な
ど
の
町

内
で
事
業
を
営
む
方
々
に
向
け
て

は
、
１
事
業
者
あ
た
り
最
大
30
万

円
の
支
援
金
給
付
を
行
う
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
全
町

民
に
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
な
施

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
、
保
護

者
や
教
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
な

ど
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
小
中
学
校
を
そ

れ
ぞ
れ
３
校
ず
つ
に
統
合
し
、
無

事
に
新
た
な
教
育
体
制
で
の
船
出

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
環
境
の

な
か
で
、
実
り
あ
る
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
夏
の
猛
暑
に
お
い
て
も
、

集
中
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
行
政
に
何
を
求
め
て
い
る
の

か
、
状
況
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
適
切

な
対
策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分

野
で
は
、
雇
用
労
働
力
の
減
少
対

策
と
し
て
今
年
度
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速

化
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
自
動
操

舵
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど

の
導
入
を
支
援
し
た
ほ
か
、
デ

ビ
ュ
ー
か
ら
６
年
目
を
迎
え
る
サ

ク
ラ
ン
ボ
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
や

洋
梨
「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
レ
ク
ラ
ー
ク
」

「
南
部
達
者
米
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン

ド
力
の
さ
ら
な
る
向
上
。
ま
た
、

町
特
産
の
豊
富
な
果
物
を
活
用
し

た
加
工
品
の
開
発
な
ど
、「
果
樹

の
里
・
南
部
町
」
の
魅
力
を
最
大

限
に
活
か
す
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口

減
少
対
策
で
は
、
昨
年
は
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
所
得
制

限
撤
廃
や
、
高
校
生
が
い
る
世
帯

へ
の
５
万
円
の
給
付
を
新
た
に
実

施
し
、
０
歳
か
ら
社
会
人
に
至
る

ま
で
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

を
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

年
は
こ
れ
に
加
え
て
、
新
た
な
支

援
策
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場

に
続
く
、
新
た
な
格
安
分
譲
団
地

の
整
備
に
着
手
し
、
子
育
て
世
代

の
若
い
方
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
事
業
と
し
て
、
旧

南
部
分
庁
舎
を
活
用
し
、
南
部
藩

発
祥
の
地
と
し
て
の
貴
重
な
歴
史

遺
産
を
展
示
収
蔵
す
る
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和

８
年
度
末
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

改
修
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

当
町
は
昨
年
、「
住
み
続
け
た

い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
2
年
連
続

の
県
内
第
3
位
、「
街
に
誇
り
が

あ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
県
内
第
２

位
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
目
指

し
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援
を
は

じ
め
と
す
る
町
独
自
の
人
口
減
少

対
策
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
南
部
町
の
実
現

の
た
め
、
想
い
を
新
た
に
し
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

南部町長

工  藤  祐  直

春
「
常
に
町
民
の
た
め
に
」

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
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迎
新年のごあいさつ

そ
の
責
任
の
重
さ
を
認
識
し
つ

つ
、
初
心
に
帰
り
、
気
持
ち
を
新

た
に
議
会
運
営
に
取
り
組
み
、
南

部
町
発
展
の
た
め
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
３
月
に
は
「
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
で
の

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
３
大
会
ぶ
り
の
世

界
一
や
、
８
月
に
は
「
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
に

お
い
て
、
男
子
日
本
代
表
チ
ー
ム

が
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
48
年
ぶ
り
と
な
る
自
力

で
の
出
場
を
決
め
る
な
ど
、
日
本

中
が
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、
将
棋
の
世
界
で
は
「
藤

井
聡
太
棋
士
」
が
史
上
初
と
な
る

「
八
冠
」
を
達
成
す
る
な
ど
、
素

晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
あ
ふ
れ
、

日
本
中
が
元
気
付
け
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
位
置
付

け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
生
活
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
加
え
、

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
生
活
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
早
い
段
階
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
特

に
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。「
子
育
て
用
品
給
付
事
業

（
南
部
町
ぴ
よ
す
く
ー
ぽ
ん
）」「
小

中
学
校
の
給
食
費
無
料
」「
高
等

学
校
等
修
学
支
援
金
」
を
は
じ
め

と
し
た
、
０
歳
か
ら
社
会
人
ま
で

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
が
評

価
さ
れ
、
昨
年
の
「
住
み
続
け
た

い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
２
年

連
続
で
県
内
第
３
位
に
選
ば
れ
て

お
り
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾

け
、
町
執
行
部
と
協
力
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
「
み
ん
な
が
つ

な
が
り
達
者
に
暮
ら
す
　
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
支
援
・
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、
大

い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
令
和
６
年
の
新

春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、
南
部
町
議
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
、
町
政
お
よ

び
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
を
受
け
、
10
月
か

ら
新
人
議
員
３
名
を
含
む
新
た
な

体
制
で
始
動
し
ま
し
た
。
私
も
議

長
と
い
う
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
、

南部町議会議長

工  藤  正  孝

新
体
制
で
目
指
す
　
み
ん
な
が
つ
な
が
り

達
者
に
暮
ら
す
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

謹
　
賀
　
新
　
年

南
部
町
議
会

議
　
長
　
工
　
藤
　
正
　
孝

副
議
長
　
西
　
野
　
耕
太
郎

議
　
員
　
川
守
田
　
　
　
稔

　
〃
　
　
馬
　
場
　
又
　
彦

　
〃
　
　
根
　
市
　
　
　
勲

　
〃
　
　
中
　
舘
　
文
　
雄

　
〃
　
　
八
木
田
　
憲
　
司

　
〃
　
　
山
　
田
　
賢
　
司

　
〃
　
　
滝
　
田
　
　
　
勉

　
〃
　
　
坂
　
本
　
典
　
男

　
〃
　
　
久
　
保
　
利
　
樹

　
〃
　
　
松
　
本
　
啓
　
吾

　
〃
　
　
工
　
藤
　
　
　
愛

　
〃
　
　
小
　
橋
　
昭
　
裕

　
〃
　
　
夏
　
堀
　
剛
　
充

　
〃
　
　
沼
　
畑
　
俊
　
吉
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命の尊さと水産資源保護の大切さを学ぶ
南部小・名川小児童　サケの採卵・受精体験学習

12月11日と12日の2日間、馬渕川さけ・ます
増殖漁業協同組合（松本福松組合長）でサケの
採卵・受精体験を実施。11日は南部小3・4年生
40人、12日は名川小4年生45人がサケの生態を
通じ、命の大切さを学びました。

この取り組みは、名川B&G海洋センターに
よる「水に賢い子どもを育む年間型活動プログ
ラム」の一環で、同組合と八戸水産事務所の協
力のもと行われました。児童は、サケの生態や
ふ化放流事業についての説明を受けたほか、採
卵作業などを体験しました。

参加した名川小4年の松山蓮さんは「生のサ
ケを見るのは初めて。大きくてびっくりしまし
た。卵も初めての感触でした」と感想を述べ、
同組合の磯島康

やすひろ

総参事は「採卵から放流まで、
地域でふ化放流事業が行われているのは貴重な
こと。子どもたちの学習に協力できて光栄です」
と話しました。

サケの腹部から卵を採り出す採卵作業について、組合の職
員から説明を受けました

色とりどりの光　地域を照らす
杉沢地区でイルミネーション

11月25日、旧杉沢中学校で町内会有志による
イルミネーションの点灯式が行われました。

杉沢町内会（坂本久紀会長）が企画したもの
で、あけぼの町内会と椛木町内会の協力のもと
実施。同中学校でのイルミネーションは毎年恒
例となっており、地域の子どもたちを喜ばせよ
うと、春の桜のライトアップとあわせ平成12年
から行われています。

坂本会長は「子どもたちがイルミネーション
の明かりを観て、様々なことを感じてもらえた
ら。できる限り続けていきたい」と話しました。

杉沢地区を明るく照らすイルミネーションは、1月末ごろ
まで行われる予定です
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中学校部活動の地域移行
「学校」から「地域」へ 南部地方えんぶり

青森県褒賞の受賞を報告 使用済みペンの
リサイクルをはじめました

11月22日に行われた青森県褒賞式で、新井山
美智子さん（大向）が、青森県褒賞を受賞しました。

新井山さんは、昭和61年12月から令和４年11
月まで、36年間にわたり民生委員・児童委員を
務められ、社会福祉の向上に貢献した功績が認
められたものです。

同月30日には、工藤町長を表敬訪問し「とて
もありがたいことです」と、喜びを報告してい
ました。

南部地方えんぶりが開催されます。詳細は、
町ホームページなどでお知らせします。
日時・場所
▶2月10日（土）8時～17時　剣吉地区、南部

芸能伝承館屋外広場、町内各地区
▶2月11日（日）9時～17時　町内各地区
開催内容　�奉納えんぶり、えんぶり行列、一斉

摺り、門付け　ほか
問合せ　南部地方えんぶり保存振興会　事務局
　　　　（商工観光課）　☎0178-38-5965

表敬訪問した新井山美智子さん㊥と夫の成雄さん㊨

子どもたちが将来にわたりスポーツ・文化活動に継続
して親しむことができるよう、検討が行われています

近年の少子化による生徒数の減少や教職員の
働き方改革を背景に、令和7年度末までに中学
校の部活動を「地域」に移行するよう、国から
ガイドラインが示されています。

当町においても「南部町部活動地域移行検討
委員会」を設置。10月19日に第1回目の会議が
開かれ、活発な意見交換が行われました。

会議の内容等については、今後も随時情報を
発信していきます。

町では、プラスチックごみ問題への取り組み
の一環として、㈱パイロットコーポレーション
から提供された「使用済みペンリサイクルボッ
クス」を活用した、不要となったプラスチック
製筆記具の回収をはじめました。

ボックスは、役場1階南側出入口付近に設置
しており、一定量集まった筆記具は同社に送り、
新たな商品等へリサイクルされます。

ご自宅、職場等で不要となった筆記具があり
ましたら、回収へのご協力をお願いします。
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

子育て通信
おいでよ ! 子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分～11時

1月12日　楽器あそび
1月19日　運動あそび
1月26日　お誕生会
2月2日　  豆まきごっこ

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分～11時

1月10・17・24・31日
2月7日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時～12時

1月15・22・29日
2月5日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時～12時

1月17日　誕生会
1月24日　節分製作
1月31日　雪あそび
2月7日　  運動あそび

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時～14時

1月9・11・16・18・23・25・
　  30日、2月1・6・8日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ�※要予約
木曜日/9時30分～11時

1月18日　雪だるま製作
1月25日　食育講座
2月2日㈮  豆まき会に参加

認定こども園�あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス�※要予約
火曜日/10時～11時30分

1月30日　親子で冬を楽しもう
2月13日　ベビー・キッズマッサージ

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

3歳児健康診査 R2.5～R2.6生 1月18日（木） 11時45分～12時20分
健康センター乳児健康相談 R5.3～R5.5生 1月23日（火） 12時30分～12時45分・14時～14時15分

1歳6か月児健康診査 R4.6～R4.7生 2月8日（木） 12時15分～12時45分

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・実施している予防接種：B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・
　　　　　　　　　　  ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　  ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　1月12日㈮、2月9日㈮

南部病院 月・火・水曜日　15時～17時
土曜日　　　　　  9時～11時 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG　1月10日㈬、2月14日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、
ヒトパピローマウイルス
二種混合

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

「ヤングケアラー」を知っていますか？
「ヤングケアラー」とは、本来、大人が

担うと想定されている家事や家族の世話
などを、日常的に行っている子どものこ
とです。家庭内の負担が子どもにとって
大きくなりすぎてしまうと、自身の学業
や生活に支障をきたし、心身の発達に大
きな影響を与える危険性があります。

ヤングケアラー自身は「友達と遊べない」
「寝る時間が足りない」など、様々な気持
ちを抱きながら孤立しているかもしれま
せん。悩みを抱えていたり、困っている
様子の子どもを見かけた場合には、周囲
の大人が話を聴いたり、相談するよう促
したりすることも必要です。
相談窓口
▶八戸児童相談所
　月～金曜日　8時30分～17時15分
　☎0178-27-2271
▶健康こども課（健康センター）
　月～金曜日　8時15分～17時
　☎0178-60-7100

子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さんなら、ど
なたでも参加できます。お気軽にご利用ください。
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子宮頸がん予防ワクチン接種（キャッチアップ接種）

新型コロナワクチン　令和6年3月まで無料で接種できます

対象者とワクチンの種類
　生後6か月以上（乳幼児（6か月～4歳）、小児
（5歳～11歳）、12歳以上）で未接種の方と、
接種済みで前回の接種から3か月以上経過し
た方

※接種するワクチンは、XBB1.5対応1価ワクチ
ンで、ファイザー社製ワクチンを使用します。
在庫によっては、モデルナ社製または第一三
共社製に変更となる場合があります。

接種会場（ご予約の際は接種券をご準備ください）　　※必ず予約してください
個別接種機関名 接種実施日・時間 電話番号

南部町医療センター 1月
㊌㊎15時30分～

2月～
調整中

080-2847-8418
予約受付時間

㊊㊋㊌㊎13時～16時
南部病院 ㊊㊋㊎11時～／13時～ ㊏10時～ 0179-34-3131

スワンクリニック
（乳幼児および小児）

予約の状況に応じて実施します
㊊㊋㊌14時～16時　または　㊏9時～11時に

お電話でお問い合わせください。
0179-23-0805

かわむら内科
クリニック

㊍㊎9時～11時30分
／14時30分～16時30分 ㊏9時～11時30分 0178-84-3111

はらだクリニック ㊊㊋㊎10時～／15時～ ㊌15時～　㊏10時～ 0178-60-1661

川守田外科胃腸科 ㊊㊌㊎
9時～11時／15時～17時 ㊏9時～10時 0178-75-0898

※接種日や時間が変更になったり、接種を終了する場合もありますので、事前に確認のうえ接種してください。
問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100

平成9年度から平成18年度生まれの女性で、
小学校6年生から高校1年生の間に、HPVワクチ
ン接種の機会を逃した方がいらっしゃいます。
まだ接種を受けていない方に、あらためて接種
の機会が提供されています。
対象者　次の両方を満たす方
▶平成9年4月2日～平成19年4月1日生まれの女

性の方
▶過去にHPVワクチンの接種を合計3回受けて

いない方
※過去に接種したワクチン情報は母子健康手帳

や予防接種済証等でご確認ください。

接種可能な時期　令和4年4月～令和7年3月まで
の間、無料で接種できます。

※3回の接種を完了するまでに十分な期間が設
けられていますが、希望される方はなるべく
早く接種してください。

　予診票がお手元にない方には再発行できます
ので、健康こども課までお問い合わせください。

問合せ
　健康こども課
　（健康センター）
　☎0178-60-7100

※令和5年9月20日から令和6年3月31日までの接種は、1人1回のみとなります

キャッチアップ接種は令和7年3月31日で終了
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ヘルプマーク・ヘルプカードを配布

障害者控除対象者認定書交付申請の受付

みんなで支え合い、安心して暮らせる町に
ほのぼの交流協力員事業の紹介

ほのぼの交流協力員事業とは、一人暮らしの
高齢者や高齢者のみの世帯、障がい者世帯など
を近隣住民でお互いに支え合いながら見守り、
住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり
を目的とした事業です。

社会福祉協議会から委嘱を受けたほのぼの交
流協力員が見守り活動を通して安否確認を行っ
ていますが、町民の皆さんも普段の近所付き合
いのなかで、気になる世帯など、お気づきの点

がありましたら、地域の民生委員または社会福
祉協議会へお知らせください。
ほのぼの交流協力員の活動内容
　訪問や声がけによる見守り、新聞や郵便物
等がたまっていないか安否の確認　など
問合せ　▶南部町社会福祉協議会
　　　　　（名川老人福祉センター内）
　　　　　☎0178-76-2662
　　　　▶福祉介護課（健康センター）
　　　　　☎0178-60-7101

1月15日（月）から「障害者控除対象者認定
書交付申請」の受付を開始します。

所得税の確定申告や町県民税の申告をする際、
この認定書を添付することにより、障害者控除
を受けることができます。なお、申請の結果通
知は、手続きから1週間程度を要します。
対象　次の条件を全て満たし、本人、扶養者が

所得税や町県民税の申告をする方
▶65歳以上で、要介護認定（要介護1～5）を受

けている方
▶障害者手帳の交付を受けていない方
▶要介護認定の判定資料（主治医意見書）によ

り障害者に準ずると判断できる方
持参するもの　介護保険被保険者証
受付場所　福祉介護課、住民生活課、福地支所、
　　　　　南部支所
問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

ヘルプマークやヘルプカードは、外見からは
判断できなくても、援助や配慮が必要な方が身
に着けることで、災害時や緊急時など、手助け
を求めるときに、どのように支援してほしいか
を具体的に伝えられるものです。
活用例
▶重い荷物を持ち移動する際などに、周囲の人

に助けを求められる。
▶避難所など人混みや大きな音が苦手であるこ

とを伝えられる。

▶外出時に急な発作が起きても、周囲の人がど
こに薬があるかが分かる。

▶家族の連絡先を知ってもらい、助けが得やす
くなる。
対象　義足や人工関節を使用している方、内部

障害や難病の方、妊娠初期の方、ろう者や聴
覚障害の方など、援助や配慮が必要な方
問合せ・配布
　福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101
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令和6年度から森林環境税（国税）の課税が始まります

産前産後期間相当分（4か月分）の国民健康保険税が減額
子育て世代の負担減や次世代育成支援の観点

から、国民健康保険被保険者で出産される方の
産前産後の一定期間の国民健康保険税が減額さ
れる制度が、令和6年1月から始まります。
減額の対象　令和5年11月1日以降に出産予定の

国民健康保険被保険者の方で、妊娠85日（4
か月）以上の出産（死産、流産、早産および
人工妊娠中絶の場合も含みます）
受付期間　出産予定日の6か月前から申請でき、

出産後の申請も可能です。
申請に必要なもの
▶個人番号が確認できるもの
　（マイナンバーカード等）

▶本人確認ができるもの（運転免許証等）
▶出産予定日または出産日が確認できるもの（母

子健康手帳など親子関係の記載のあるもの）
申請先　税務課、健康こども課（健康センター）、

剣吉支所、南部支所、福地支所
国民健康保険税の減額方法　その年度に納める

保険税の所得割額と均等割額から、出産予定
月（または出産月）の前月から出産予定月（ま
たは出産月）の翌々月（産前産後期間）相当
分が減額されます。

※多胎妊娠の場合は出産予定月（または出産月）
の3か月前から6か月相当分が減額されます。
問合せ　税務課　☎0178-38-5962

森林環境税は、温室効果ガス排出削減目標の
達成や災害防止等を図るための森林整備等に必
要な地方財源を安定的に確保する観点から、「森
林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」に

基づき創設され、令和6年度から町県民税（個
人住民税）均等割とあわせて賦課徴収されます。

詳細は、町ホームページをご覧ください。
問合せ　税務課　☎0178-38-5962

減額の対象となる期間
3か月前 2か月前 1か月前 1か月後 2か月後 3か月後

単胎の方 出産予定月

多胎の方 出産予定月

森林環境税と個人住民税均等割の課税額
区分 令和5年度まで 令和6年度から

国税 森林環境税 - 1000円／年

県民税
町県民税均等割

1500円／年 1000円／年

町民税 3500円／年 3000円／年

計 5000円／年 5000円／年
※町県民税の均等割について、東日本大震災復興基本法に基づき、平成26年度から令和5年度まで年額

1000円が加算されていた臨時的措置が終了し、新たに森林環境税が導入されます。よって課税額の合計
は変わりません。
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「達者村認証産品」を募集します

マイナンバーカード特設窓口からのお知らせ

教育委員会学務課　各種支援金等の手続きをお忘れなく
�

町では、昨今の物価高騰への対策として、大
学生等を持つ親等へ支援金を給付することとし、
現在、申請を受付中です。また、あわせて、地
元を離れて大学等に修学している学生を応援す
るため、ふるさと南部からのエール便（特産品
の詰め合わせ）の申し込みも受付中です。
申請書（申込書）提出期限
▶支援金　2月29日（木）　▶エール便　2月2日（金）
※申請書（申込書）を郵送される場合は、同日

の消印有効となります。
また、原油価格の高騰への対策として、受験

生等を持つ親等へ灯油購入支援金を1世帯当た

り3万円給付することとし、申請を受付中です。
※対象となる受験生等がいる世帯に対しては申

請書を郵送していますが、修学している学校
の寮や下宿先に住所がある場合は郵送されま
せんので、学務課または各支所で受け取りを
お願いします。
申請期限　2月29日（木）
※詳細は、町ホームページに掲載しています。

各申請書（申込書）は、学務課と各支所に備
え付けているほか、町ホームページからもダ
ウンロードできます。
問合せ　教育委員会学務課　☎0178-38-5968

�

休日開庁日　1月20日（土）、2月3日（土）・17日（土）
時間　8時30分～12時　　場所　住民生活課
手続きができるもの　マイナンバーカード申請・

交付、戸籍証明書・住民票・印鑑証明書の交
付、印鑑登録

顔認証マイナンバーカードが導入されました
顔認証マイナンバーカードとは、暗証番号の

設定が不要で、顔認証または目視による本人確
認に限定したカードです。
利用できるサービス　健康保険証としての利用、

本人確認書類としての利用

利用できないサービス　マイナポータル、各種
証明書のコンビニ交付、その他オンライン手
続きなど（暗証番号の入力が必要なサービス
は利用できません）

※通常のマイナンバーカードから顔認証マイナ
ンバーカードへ、また、顔認証マイナンバー
カードから通常のマイナンバーカードへの切
り替えも可能です。

※医療機関などにおいて区別できるよう、カー
ドに「顔認証」と記載します。
問合せ　住民生活課　☎0178-38-5963

�

達者村認証産品は、達者（安全・安心・健康）
をキーワードに、南部町自慢の特産品として町
内外の消費者にPRするもので、これまで農産
加工品など39品目が認証されています。

認証された特産品は、「チェリウス」や「お
らんど館」などで展示・販売されているほか、
首都圏販売店との取引や物産イベントへの出展

の際に優先的にあっせんします。
認証を受け、皆さん自慢の特産品を町内外へ

発信してみませんか。
申請受付期限　1月26日（金）
問合せ
　交流推進課
　☎0178-38-5961
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地域おこし協力隊を募集します

令和6年度会計年度任用職員を募集します

募集人数　国際交流に関する活動を行う隊員
　　　　　1人
応募条件
▶現在、三大都市圏などに住民票があり、南部

町に移住し住民登録ができる方
▶地域住民との積極的なコミュニケーションを

図り、意欲的に地域協力活動を行える方
※詳細は、町ホームページから「南部町地域お

こし協力隊募集要項」をご確認ください。

任用期間　令和6年4月からの1年間
　　　　　（1年ごとの更新で最長3年間）
給料等　　�月額18万700円（その他活動に必要

な経費は予算の範囲内で支給）
雇用形態　フルタイム会計年度任用職員
　　　　　（週5日勤務）
申込期限　1月31日（水）必着
問合せ　交流推進課
　　　　☎0178-38-5961

募集内容　下表のとおり
任用期間　令和6年4月1日～令和7年3月31日
受付期間　1月12日（金）～26日（金）
　　　　　（当日消印有効）　
受付時間　8時15分～17時（平日）
応募用紙　採用試験申込書・履歴書は、総務課、

剣吉支所、福地支所および南部支所に備え付
けているほか、町ホームページからもダウン
ロードすることができます。

申込み　採用試験申込書・履歴書を総務課また
は各支所に提出してください。

　郵送する場合は、封筒の表面に「会計年度任
用職員受験書類在中」と朱書きし、南部町役
場総務課宛（〒039-0592�青森県三戸郡南部
町大字平字広場28-1）に送付してください。
採用試験　面接試験を行い採用者を決定しま

す。面接日は2月11日（日）を予定しており、
応募者に後日通知します。
問合せ　総務課　☎0178-76-2111

職種 業務内容 勤務時間 業務場所 募集
人数

給料等

形態 金額（円）

一般行政事務員 住民生活課の窓口、マイナンバー
カードの窓口、一般行政事務

8時15分～17時 
週5日 役場　住民生活課 1人 月給 16万2100

チェリウス
接客員

チェリウスにおけるフロント・レス
トラン接客、調理補助、送迎等業務

早　8時15分～17時
遅　11時15分～20時 
週5日（勤務表による）

農林漁業体験実習館
「チェリウス」 1人 月給 16万2100

町営地方卸売
市場作業員

出荷品の整理、運搬、場内整理、
荷受当番

7時～16時 
週5日 町営地方卸売市場 1人 月給 16万2100

小学校スクール
サポーター

小学校における特別な支援を要する
児童の学校生活と学習活動の支援
業務

学校長が指定する日
の8時～17時の間で
最大7時間

町内の小学校 2人 時給 1500

チェリウス接客、
調理補助員

チェリウスにおける接客補助、調理
補助、清掃等業務

７時～22時の間で
１日平均６時間から
７時間程度
週4～5日（勤務表による）

農林漁業体験実習館
「チェリウス」 1人 時給 990
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道路上に張り出している樹木等の適正管理のお願い

令和6年南部町消防団出初式

適正管理のお願い
道路の隣接地にある樹木等が道路にはみ出す

と、歩行者・車両の通行や街路灯の妨げになる
場合があります。

私有地から道路上に張り出している樹木等は、
土地所有者の方に所有権があるため、原則、緊
急の場合を除き、町では伐採や枝払い等は行っ
ていません。

特に、建築限界（歩道の上空2.5m、車道の
上空4.5mの範囲）を侵して道路上へ張り出し
た枝などが原因で事故等が発生した際には、所
有者が責任を問われる場合がありますので、適
正な管理をお願いします。

竹木の枝の切除と根の切取り（民法233条）
令和5年4月1日から竹木の枝の切除等につい

て取り扱いが変わり、次の3つの場合には道路
管理者が道路へ張り出した枝を切り取ることが
できるようになりました。
▶竹木の所有者に枝を切除するよう催告したに

もかかわらず、竹木の所有者が相当の期間内
に切除しないとき。

▶竹木の所有者を知ることができず、またはそ
の所在を知ることができないとき。

▶緊急の事情があるとき。
緊急的に伐採することがあります

竹木の枝が車にあたる場合や倒木等により道
路の通行に支障がある場合には、連絡なく緊急
的に伐採することがありますので、ご理解のほ
どよろしくお願いします。
問合せ　建設課　☎0178-38-5966

期日　1月14日（日）
日程　9時30分　　観閲（南部中学校～町民体育館）
　　　10時30分　式典（町民体育館）
交通規制のお知らせ
　町消防団出初式の実施にあたり、次の区間が

通行止めとなります。ご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

問合せ　総務課　☎0178-76-2111

剪定が必要な範囲
� H＝4.5m

広報なんぶちょう 1月号 12



東
日
本
最
古
級
の
六
観
音
信
仰
を
示
す
新
資
料

隅
ノ
観
音
堂
で
確
認
さ
れ
た
「
木
造
観
音
菩
薩
立
像
」

弘
前
大
学
名
誉
教
授
の
須
藤
弘

敏
氏
（
仏
教
美
術
史
）
に
よ
る
調

査
で
、
小
向
地
区
の
隅す

み
の
か
ん
の
ん
ど
う

ノ
観
音
堂

に
お
い
て
、
平
安
時
代
末
期
か
ら

鎌
倉
時
代
の
年
代
が
推
定
さ
れ
る

「
木も

く
ぞ
う
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

造
観
音
菩
薩
立
像
」
が
新
た

に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
型
の
像
な
が
ら
５
体
セ
ッ
ト

で
残
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
失
わ
れ

た
１
体
を
作
り
直
し
た
と
思
わ
れ

る
聖
観
音
菩
薩
坐
像
が
伴
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
中
で
は
東
日
本
で
も
最
古
級

の
六
観
音
信
仰
（
註
）
に
基
づ
く

観
音
像
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
の
北
東
北
に
お
け
る
六

観
音
信
仰
を
物
語
る
資
料
と
し

て
、
重
要
な
発
見
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
11
月
17
日
に
記
者
会
見
を

開
き
ま
し
た
。

註
　
六
観
音
信
仰

六
道
そ
れ
ぞ
れ
の
衆
生
を
救
う

六
体
の
観
音
を
祀
る
信
仰
。
密
教

で
は
地
獄
道
に
聖
観
音
、
餓
鬼
道

に
千
手
観
音
、
畜
生
道
に
馬
頭
観

音
、
修
羅
道
に
十
一
面
観
音
、
人

間
道
に
准
胝（
じ
ゅ
ん
て
い
・
じ
ゅ

ん
で
い
）ま
た
は
不ふ

く
う
け
ん
じ
ゃ
く

空
羂
索
観
音
、

天
道
に
如
意
輪
観
音
を
配
す
る
。

六
観
音
信
仰
は
平
安
時
代
中
期
頃

よ
り
盛
ん
に
な
る
と
さ
れ
る
が
、

現
存
す
る
作
例
は
全
国
的
に
も
極

め
て
少
な
い
。

隅
ノ
観
音
堂
に
は
聖
寿
寺
館
が

機
能
し
て
い
た
時
期
と
な
る
永
正

9
（
１
５
１
２
）
年
に
観か

ん
こ
う
し
ょ
う
に
ん

光
上
人

が
奉
納
し
た
順
礼
札
（
県
有
形
民

俗
文
化
財
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
場
所
に
中
世
寺
院
が
存
在
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
「
奥
州
糠
部
三
十
三
観

音
」
の
24
番
札
所
と
し
て
多
く
の

順
礼
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
発
見
さ
れ
た
５
体
の
観

音
立
像
は
、
隅
ノ
観
音
堂
厨
子
内

で
現
在
の
本
尊
で
あ
る
聖
観
音
菩

薩
坐
像
の
両
脇
に
安
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
高
さ
41
・
１
～
47
・
１

㌢
、
幅
７・５
～
８・８
㌢
の
小
型

の
像
で
あ
り
、
著
し
い
損
傷
・
摩

耗
が
あ
る
う
え
、
腕
が
欠
損
し
て

お
り
、
表
面
の
彫
刻
表
現
も
形
状

が
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

須
藤
名
誉
教
授
は
「
こ
の
観
音

立
像
は
北
東
北
地
方
で
最
古
、
東

日
本
で
も
最
古
級
の
平
安
時
代
末

期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
菩

薩
群
像
で
、
次
の
よ
う
な
点
か
ら

極
め
て
貴
重
で
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

①
著
し
い
摩
耗
や
損
傷
は
長
い
年

月
に
わ
た
り
信
仰
を
集
め
維
持

さ
れ
て
て
き
た
こ
と
を
示
す
。

②
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
大

き
め
で
横
に
張
っ
た
頭
部
、
腰

布
の
表
現
な
ど
か
ら
、
少
な
く

と
も
12
世
紀
末
な
い
し
13
世
紀

の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
。

③
小
型
の
像
な
が
ら
5
体
一
具
で

残
っ
て
お
り
、
失
わ
れ
た
1
体

を
作
り
直
し
た
と
思
わ
れ
る
聖

観
音
菩
薩
坐
像
が
伴
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
世
以
前
の
東
日

本
に
現
存
例
の
極
め
て
少
な
い

六
観
音
信
仰
に
基
づ
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
六
観
音
信
仰
に

基
づ
く
観
音
像
が
確
認
さ
れ
て

い
る
の
は
、
他
に
は
葛
巻
町
宝

積
寺
の
六
観
音
立
像
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。

④
現
存
す
る
中
世
以
前
の
仏
像
は

三
尺
か
ら
等
身
大
ほ
ど
の
も
の

が
大
半
で
、
小
型
の
仏
像
が

セ
ッ
ト
で
現
存
す
る
ケ
ー
ス
は

稀
で
あ
る
。

⑤
背
面
を
省
略
し
台
座
と
一
体
の

造
形
は
、
現
在
と
同
様
に
厨
子

状
の
宮
殿
に
安
置
し
て
き
た
こ

と
を
推
測
さ
せ
、
信
仰
の
あ
り

方
に
特
色
が
あ
っ
た
と
推
定
で

き
る
。

今
回
の
観
音
立
像
の
確
認
に
よ

り
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
、
小
向
地
区
が
既
に
、

こ
の
地
方
の
信
仰
拠
点
と
し
て
成

立
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、
南
部
氏
入
部
以
前
の

本
三
戸
の
あ
り
方
を
考
え
る
う

え
で
も
、
重
要
な
手
掛
か
り
と

な
り
ま
す
。

以
上
の
調
査
結
果
を
受
け
、
町

文
化
財
審
議
委
員
会
議
（
川
守
田

喜
一
議
長
）
は
令
和
5
年
10
月
、

現
地
調
査
を
実
施
。
令
和
5
年
11

月
の
審
議
委
員
会
議
で
本
資
料
の

歴
史
的
価
値
が
高
く
町
指
定
が
妥

当
と
結
論
付
け
、
令
和
5
年
11
月

15
日
の
町
教
育
委
員
会
議
定
例
会

に
お
い
て
、
町
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

六観音像について説明する六観音像について説明する
須藤弘敏名誉教授須藤弘敏名誉教授

隅ノ観音堂　木造観音菩薩立像（須藤弘敏氏撮影）
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南部町結婚新生活支援補助金

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせです。

未就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。
日時　1月28日（日）　10時30分～11時
場所 名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　1月9日㈫、15日㈪、22日㈪、29日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆さみしい夜にはペンを持て� 古賀　史健
◆声をあげて� 五ノ井　里奈
◆嫉妬と階級の『源氏物語』� 大塚　ひかり
◆星を編む� 凪良　ゆう
◆君が手にするはずだった黄金について� 小川　哲
◆歌われなかった海賊へ� 逢坂　冬馬
◆実母と義母� 村井　理子
◆十年屋　7� 廣嶋　玲子
◆うらがえしサンタ� 苅田　澄子
◆大ピンチずかん�2� 鈴木　のりたけ

福を呼び込む　和のならわし 広田　千悦子著

気軽にできる「厄除け」「厄払い」
が写真とかわいいカラーイラスト
で紹介されているエッセイです。

今年の運気上昇の参考に、ぜひ
読んでみませんか。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

対象世帯　定める要件をすべて満たす世帯
▶令和5年4月1日から令和6年3月31日までに婚

姻した世帯
▶夫婦ともに南部町に居住している世帯
▶夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下
▶前年の夫婦の合計所得が500万円未満
▶夫婦ともに町税等の滞納がないこと
※その他要件あり
対象経費　婚姻日以降、3月10日（日）までの

間に支払った諸経費

▶住宅取得経費（住宅の購入費）
▶住宅賃貸費用（賃料、敷金、礼金、共益費、

仲介手数料）
▶引越費用（引越業者、運送業者に支払った経費）
▶リフォーム費用（住宅修繕、増築、改築、設

備更新等の工事費用）
補助金額　上限30万円
申請期限　3月11日（月）
問合せ　交流推進課
　　　　☎0178-38-5961
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1 January 2 February
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

休
館
日

休
館
日

戸田　一般戦 戸田　一般戦 江戸川
G Ⅱモーターボート大賞 平和島　一般戦 浜名湖　GⅠ浜名湖賞 尼崎

一般戦

尼崎

一般戦
平和島
GⅠ

尼崎
G Ⅲオールレディース 多摩川　一般戦 津　GⅢオールレディース 多摩川

ヴィーナスシリーズ
戸田

一般戦
尼崎

一般戦
多摩川
 一般戦

多摩川
 一般戦

芦屋
GⅠ

蒲郡

一般戦 下関　一般戦 蒲郡

一般戦
大村　G Ⅰ BBC

トーナメント
下関

一般戦
住之江

一般戦 桐生　一般戦 大村　一般戦 蒲郡
一般戦

若松
一般戦

若松

一般戦
丸亀

一般戦

桐生　一般戦 若松
一般戦

若松
一般戦 蒲郡　一般戦 下関　G Ⅰ競帝王決定戦 蒲郡

一般戦 桐生　一般戦 大村　一般戦

デーレース ナイターレース

役立っています !　ボートピアなんぶ交付金
　ボートピアなんぶ交付金は、地域のもつ特性や環境、伝統などを活かし、地域住民が主体
的に進める町づくりのための活動を支援しています。

福
地
短
歌
会

階
段
を
這
ひ
上
り
来
る
夕
光
は
踊
り
場
ま
で
も
赤
く
つ
つ
み
ぬ

川
守
田
慶
三

干
し
柿
の
甘
さ
の
コ
ツ
は
橙
の
濃
き
色
と
聞
き
楽
し
み
吊
す

奥
寺　

睦
子

冬
の
日
は
晴
れ
て
静
け
し
道
端
の
柿
の
実
紅
く
日
溜
り
の
中

工
藤　

裕
正

陽
の
薄
き
杉
の
林
の
片
隅
に
ゐ
ど
こ
ろ
示
す
一
樹
の
も
み
ぢ

佐
藤　

誠
一

衣
更
へ
新
米
新
蕎
麦
神
無
月
小
躍
り
し
た
る
頃
の
な
つ
か
し

根
市　

政
志

朝
一
に
白
湯
一
杯
飲
み
ほ
し
て
落
ち
葉
踏
み
ゆ
く
山
道
散
歩

水
梨　

正
夫

な
ん
ぶ
短
歌
会

川
沿
ひ
に
鳩
寄
り
添
ひ
て
何
語
る
仲
良
き
さ
ま
に
心
な
ご
ま
す

馬
場　

敬
子

が
く
が
く
の
膝
温
め
つ
つ
り
ん
ご
詰
め
六
十
余
年
の
誇
り
秘
め
持
つ

坂
本　

綾
子

一
枚
の
木
の
葉
と
て
世
の
無
常
散
り
て
命
の
す
れ
違
ふ
と
き

馬
場　

昭
子

名
久
井
嶺
を
か
す
め
て
急
ぐ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
故
か
病
気
か
し
ば
し
目
に
追
ふ

佐
々
木
冴
美

首
巻
き
と
言
ひ
し
マ
フ
ラ
ー
や
は
ら
か
し
歌
の
仲
間
の
編
み
く
れ
し
も
の

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

子
等
巣
立
ち
部
屋
の
机
は
ス
ッ
キ
リ
し
ほ
こ
り
も
な
く
て
寂
し
さ
つ
の
る

中
野　

静
子

幼
き
日
机
の
蓋
に
描
き
た
る
さ
ま
ざ
ま
の
絵
に
物
語
あ
り

一
ノ
渡　

綮

久
方
に
便
り
書
こ
う
と
机
上
の
葉
書
め
く
れ
ば
友
は
北
み
な
み

藤
野　

幸
枝

飯
台
は
机
代
わ
り
で
食
べ
て
す
ぐ
茶
わ
ん
片
づ
け
宿
題
し
た
り

向
山　

敦
子

四
十
五
年
机
並
べ
し
友
に
借
り
聴
い
た
サ
ザ
ン
は
今
も
わ
が
推
し

上
山　

散
歩

今
ナ
ン
テ
ン
居
室
の
机
上
小
瓶
に
は
外
に
出
ら
れ
ぬ
義
母
の
箱
庭

工
藤　

孔
子

パ
ソ
コ
ン
を
机
代
わ
り
に
膝
に
据
え
勤
務
時
間
の
始
ま
る
車
内

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

霧
雨
に
け
む
る
里
山
濃
く
淡
く
町
並
み
さ
へ
も
異
郷
の
ご
と
し

木
村
ひ
な
子

手
に
軽
き
ち
ぢ
れ
麺
な
る
外
箒
つ
く
り
し
母
を
も
う
見
ぬ
畑

山
下　

幸
枝

も
ち
米
の
蒸
し
あ
が
る
香
に
満
ち
て
ゆ
く
厨
に
除
夜
の
鐘
聞
く
ひ
と
り

奥　

ム
ツ
子

小
雪
の
日
の
朝
の
霜
溶
け
な
が
ら
葉
牡
丹
の
露
き
ら
め
き
止
ま
ず

安
ケ
平
千
代

初
雪
に
マ
フ
ラ
ー
く
る
り
巻
き
直
す
玄
関
出
れ
ば
日
ざ
し
の
温
み

相
馬　

幸
子

八戸圏域連携中枢都市圏の形成に関する講演会
日時　2月6日（火）15時～16時30分
場所　楽楽ホール
テーマ　人口推計、外国人労働者政策等（予定）
※演題は、決まり次第、八戸市のホームページ

にてお知らせします。
講師　是川夕

ゆう

氏（国立社会保障・人口問題研究
所�国際関係部長）

参加料　無料
申込方法　八戸市ホームページの申込みフォー

ムから1月30日（火）までにお申し込みください。

問合せ
　八戸市政策推進課
　☎0178-43-9248
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問
合
せ
・
場
所
　
八
幡
の
ゆ

　
小
向
字
八
幡
19—

1

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
３
６
８
０

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月
20
日
（
土
）

　
　
　
12
時
～
14
時
30
分

場
所
　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園
　
隣
）

問
合
せ
　
健
康
こ
ど
も
課

　
　
　
　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　2月1日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

2・3月の休日窓口開設日
期日　2月3日（土）・17日（土）
　　　3月2日（土）・16日（土）
時間　8時15分～12時�※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで

窓口の時間を延長できます。
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和5年12月19日現在）

対先月比
人　口 16,558人 （－17）
男 7,845人 （－8）
女 8,713人 （－9）

世帯数 7,458世帯 （－7）

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」「
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
」「
若
年
性
認
知
症
か
も

し
れ
な
い
」
な
ど
の
不
安
を
お
持

ち
の
方
は
、
一
度
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
１
月
15
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

※
会
場
内
に
て
認
知
症
に
関
す
る

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ

ス
ト
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
以
外
に
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

八
幡
の
ゆ　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時
　
１
月
27
日
（
土
）

　
　
　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

参
加
料
　
１
０
０
円

　�

（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
４
日
（
日
）

　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
ゆ
と
り
あ

問
合
せ
　
南
部
町
文
化
協
会

　
　
　
　
事
務
局
　
高
橋

　
☎
０
９
０・３
５
３
９・４
０
４
４

日
時
　
１
月
21
日
（
日
）

　
　
　
12
時
～

場
所
　
楽
楽
ホ
ー
ル

問
合
せ
　
亀
田

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
０
７
０

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
精
神
障
害
者
家
族
会

「
語
ら
い
の
会
」

開催案内
南
部
町
福
地
地
区　
芸
能

文
化
祭
・
作
品
展
示
会

開催案内
新
春　
歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー　
新
さ
く
ら
会
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▼
三
八
地
域
県
民
局

　
地
域
農
林
水
産
部
　
畜
産
課

▼
町
農
林
課

問
合
せ

▼
八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
７
４
１
５

▼
農
林
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
４

期
日
・
場
所

▼
第
１
回
　
１
月
21
日
（
日
）

　
田
子
２
２
９
ス
キ
ー
場

▼
第
２
回
　
２
月
４
日
（
日
）

　
奥
中
山
高
原
ス
キ
ー
場

▼
第
３
回
　
２
月
18
日
（
日
）

　
安
比
高
原
ス
キ
ー
場

集
合
場
所

▼
第
１
回
は
現
地
（
田
子
２
２
９

ス
キ
ー
場
）
に
９
時
集
合

▼
第
２
回
、
第
３
回
は
７
時
30
分

南
部
町
民
体
育
館
集
合
・
出
発

　（
バ
ス
移
動
）

参
加
料

▼
小
・
中
学
生
　
５
０
０
円

▼
大
人（
高
校
生
以
上
）　
１
０
０
０
円

※
リ
フ
ト
代
・
昼
食
代
は
実
費

※
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
の
参
加

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
各
回
の
4
日
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ・申
込
み
　
町
ス
キ
ー
協
会

▼
事
務
局
　
本
澤

☎
０
９
０・１
４
９
３・３
３
９
５

▼
顧
問
　
境

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
３
５
１
４

青
森
の
冬
を
楽
し
く
過
ご
し
て

い
る
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
「
青
森
冬
の
暮
ら
し

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
青
森
県
に
戻
り
た
い
」「
青
森

県
で
の
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
る
」

な
ど
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！

ご
親
族
、
ご
友
人
な
ど
、
興
味

が
あ
る
皆
さ
ま
に
、
ぜ
ひ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

日
時

1
月
28
日
（
日
）

　
　
　
13
時
～
16
時

場
所
　
東
京
交
通
会
館
12
階

　
　
　
カ
ト
レ
ア
サ
ロ
ン
A

※
入
場
無
料
、
事
前
申
込
不
要

問
合
せ
　
青
森
県
地
域
活
力
振
興
課

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
１
７
４

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
す
べ
て
の

方
は
、
家
畜
の
伝
染
病
疾
病
の
発

生
予
防
や
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
家
畜
伝
染
病

予
防
法
」
に
よ
り
、
年
１
回
、
そ

の
飼
育
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
、
報
告
書
を
作
成
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
家
畜
　
牛
、水
牛
、鹿
、馬
、

め
ん
羊
、山
羊
、豚
、い
の
し
し
、

鶏（
シ
ャ
モ
、チ
ャ
ボ
、ウ
コ
ッ

ケ
イ
等
を
含
む
）、あ
ひ
る
、う

ず
ら
、き
じ
、だ
ち
ょ
う
、ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
お
よ
び
七
面
鳥

※
愛
玩
用
（
ペ
ッ
ト
）
と
し
て
少

数
を
飼
育
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
報
告
が
必
要
で
す
。

報
告
様
式
　
八
戸
家
畜
保
健
衛
生

所
で
配
布
（
八
戸
家
畜
保
健
衛

生
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

提
出
期
限
　
２
月
29
日
（
木
）

提
出
方
法
　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
持
参

提
出
先

▼
八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

開催案内
令
和
５
年
度

初
心
者
ス
キ
ー
教
室

制度案内
家
畜
を
飼
育
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

広告

開催案内
青
森
冬
の
暮
ら
し

セ
ミ
ナ
ー

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

1月18日（木）

広告
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農業講演会を開催します

☎0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
���6時～8時�受付7時30分まで

★今月の休館日

18日（木）
★1月生まれの方プール割引

大人 600円�小人 400円

日時　　1月23日（火）　13時30分～
会場　　楽楽ホール
入場料　無料
内容
①演題「�令和6年の気象予想と農作物の栽培管

理について」
　講師　（有）グリーンタフ工業
　　　　代表　鈴木二三子氏

「レストランかだぁる」　ボリューム満点の恵方巻をご予約販売します

▶恵方巻　1500円��1本17cm　約2人前
　海老、玉子、かんぴょう、きゅうり、桜でんぶ
▶阿房宮太巻　2500円　1本28㎝　2～3人前
　海老、玉子、かんぴょう、きゅうり、桜でんぶ
▶海鮮阿房宮太巻　3800円　1本28㎝　2～3人前
　マグロ・サーモン・煮穴子・しめ鯖・甘えび・玉子・かんぴょう等

★無料利用券・お食事利用

　5名様から�無料送迎

南部町産の米と阿房宮菊を使用し、香りと甘みが楽しめる、寿司職人が腕を振るうボリューム満点の特製恵方
巻きです。（今年の方角は東北東です。）
申込締切日　1月31日（水）　お引渡し日　2月3日（土）　11時～18時　「レストランかだぁる」でお渡しします。

南部町産にこだわる	土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

アクリルたわし（3個）＆スプレーボトルカバーセット　980円

茶渋やコーヒーカップなどの軽い汚れは洗剤いらずで、靴磨きや網戸掃除に
も効果的な「アクリルたわし」と、インテリアにも最適な「スプレーボトルカバー」
です。スプレーボトルカバーは、ご使用後にはたわしとしてもご活用できます。
どちらも、南部町で生産された手作り商品です。

土産処「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種類以上を一堂に販売している県内唯一の販
売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

②演題「�ジュノハートに対する消費者意識の現
状と課題」

　講師　▶国立大学法人弘前大学農学生命科学部
　　　　　教授　石塚哉史氏
　　　　▶岩手大学大学院連合農学研究科
　　　　　田代琴見氏
　　　　▶弘前大学大学院地域共創科学研究科
　　　　　小原桃々氏

問合せ　農林課　☎0178-38-5964　　※詳細は、町ホームページをご確認ください。
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町営市場の販売状況（11月16日～12月15日）
品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）�

ふじ（りんご） 14,314 3,666 256 196
王林（りんご） 90,930 18,830 207 163
サンふじ（りんご） 1,300,759 297,236 229 170
金星（りんご） 8,824 1,474 167 97
はるか（りんご） 18,757 5,720 305 221
ぐんま名月（りんご） 12,756 3,318 260 191
シナノゴールド（りんご） 29,837 8,850 297 169
紅玉（りんご） 3,602 985 273 104
長芋 63,620 18,720 294 216
にんにく 14,749 16,798 1,139 832
ゴボウ 13,664 2,803 205 223
赤かぶ 89,026 6,790 76 71
キャベツ 553 62 113 53
ねぎ 31,316 11,628 371 136
ほうれん草 2,559 1,013 396 317
土ねぎ 13,322 1,840 138 85
あずき 384 505 1,315 596

1・2月の休場日
1月  7日（日）・10日（水）・14日（日）・17日（水）・21日（日）・
　  24日（水）・28日（日）・31日（水）
2月  4日（日）・7日（水）・11日（日）・12日（月）・14日（水）・18日（日）・
　  21日（水）・25日（日）・28日（水）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ	 	☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時～

毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療　13時～

1月9日㈫・15日㈪・23日㈫・29日㈪

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

循環器内科

武田医師
毎週　月曜日・水曜日
受付　11時30分まで
診療　9時15分から
八戸赤十字病院医師
1月10日（水）・17日（水）
受付　15時まで
診療　14時～16時30分

整形外科 受付　11時15分まで
診療　9時～12時

毎週　木曜日

検査した品目　
　青梅（豊後）、あんず（八助）、プラム（大石早生）、桃（川中島）、

洋梨（バートレット）、和梨（幸水）、ぶどう（キャンベル）、
　りんご（紅玉、王林、ふじ）、きゅうり、食用菊（干菊）

残留農薬・放射能測定検査結果をお知らせします
　町営市場では、残留農薬に関する制度「ポジティ
ブリスト制度」への対応はもとより、食への関心が
高まるなかで、より安全・安心な農産物を流通させ
るため、残留農薬検査と放射能測定検査を実施しま
した。今年度も生産者からサンプル検体を提供して
いただき、以下の10品目を検査しました。
　残留農薬検査では、一部の品目で残留農薬が検出
されましたが、すべて基準値以下であり登録農薬の
ため問題はありませんでした。放射能測定検査につ
いては、すべて不検出で問題はありませんでした。

編集後記
　町内では一部の農家が続けている伝統の干し柿
づくり。取材では鳥舌内地区を訪れました。
　作業は工程が多く手間がかかるため、地域の方々
にもお手伝いいただいているとのこと。訪問した
際はちょうど10時の休憩で、お茶とおやつを囲み、
皆さん談笑しながらゆったりとした時間過ごされ
ていました。
　薪ストーブが焚かれる山あいの作業場。集落に
は干し柿を軒下に吊るしている住宅も。雪景色な
がらもあたたかい風景に、幼少期に足を運んだ祖
父母の山小屋が重なり、懐かしさを覚えました。【美】
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さかもと　そうじろう ちゃん
（福田）

かまざわ　くれは ちゃん
（沖田面）

おがさわら　よつな ちゃん
（剣吉）

たちばな　ゆづる ちゃん
（剣吉）

なつぼり　ろう ちゃん
（苫米地）

むし歯ゼロのむし歯ゼロの 元  元気な んぶっこなんぶっこ
（11月16日 ３歳児健康診査）（11月16日３歳児健康診査）

農業と工業をあわせて学ぶ環境システム科の生徒たち

農工融合　環境システム科
２刀流で切り拓く新たな開路

環境システム科は県内唯一、水耕施設を完備
する、業界期待の星です。水耕栽培は、土を使
わないだけでなく、肥料濃度や水温、光、気温
など、環境を自在に制御できる栽培で、あらゆ
る分野の知見が詰まっています。

また、電気工事や溶接など工業科の学習も採
り入れ、農作物の栽培だけではなく、栽培設備
を自ら創り出すことができます。水耕栽培の仕
組みを学ぶ過程で見えた課題を、自らのアイデ
アと技術で改善・創造できる学習構造は、産業
横断型の先駆けです。

5円玉に描かれている稲穂と水車は、農業と

工業を表し、ともに発展することで国の繁栄を
願ったそうですが、環境システム科はまさにそ
の象徴かもしれません。
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